
従来は社内のデータが、基幹システムや紙、エクセルなど、バラバラな
方法で管理されていました。それにより、データの集計、検索、共有に
多大な時間が発生することで、データが十分に活用されない、部門間
の連携に壁が生じる、という問題が発生していました。

カスタマイズ性の高い基幹システムを採用することで、現場の意見を
取り入れた自社にとって最適な基幹システムを開発しました。その結
果、業務の上流から下流までデータを一元管理でき、現場にとっても使
いやすい基幹システムを構築することが出来ました。データの集計、検
索、共有にかかる時間が従来の半分以下になっただけでなく、データに
基づき部門間が連携する組織に変革しました。

データの一元管理による組織変革
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